
唾
路
。
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山
王
地
区
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
地
区
計
画
等
を
定
め
る
。

地方分権一括法関係
平
成
別
年
第
４
回
定
例
会
は
、
阻
月
７
日
か
ら
旧
日
ま
で
の
旧
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
肌
年
度
一
般
会
計
。
特
別
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
制

定
・
改
正
な
ど
記
議
案
、
同
意
１
件
、
承
認
１
件
、
発
委
２
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する墓準を定める

条例制定（他４件）

○財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例中改正（他６件）

※地方分権一括法

平成22年５月に公布された地域主権改革関連３法により、国の関与を見直し、

権限移譲の推進と地方自治体の行政体制整備確立のために必要な条例制定およ

ぴ改正です。

?ー

地
方
自
治
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
常
任

②

／ 、 〆 、 〆 、

伊
議
会
委
員
会
条
例
中
改
正

地
区
計
画
等
の
案
の
作
成
手
続
に
関
す
る

条
例
制
定

都
市
計
画
税
条
例
中
改
正

委
員
と
議
会
運
営
委
員
の
専
任
ほ
か
の
事
項
を
加
え
た
。

条例の制定Ｓ件・改正１２件

税
率
変
更
の
特
例
期
間
２
年
間
延
長
す
る
改
正
。

、

ｌ
総
括
資
疑

、 ノ 、 ノノ

平成25年２月１日発行第30号

（
答
町
長
）

市
川
一
一
一
郷
町
が
最
後
ま
で
存
続
を
主
張

し
て
き
た
が
、
県
が
支
援
を
打
ち
切
る
た
め
、

や
む
な
く
本
町
で
も
廃
止
し
た
。

今
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
制
度
の
必
要
性

を
主
張
し
て
い
く
。

（
問
一
瀬
正
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
該
当
者
の
負
担
を
考

え
る
と
、
制
度
の
存
続
は
す
べ
き
と
要
望

す
る
が
。

（
答
長
津
総
務
課
長
）

今
ま
で
国
で
規
定
し
た
も
の
を
、
今
後

は
自
分
達
で
改
正
・
新
条
例
を
作
る
も
の

で
影
響
は
な
く
、
財
源
に
も
変
化
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

（
問
一
瀬
正
）

地
方
分
権
に
よ
る
、
条
例
改
正
及
び
条

例
制
定
が
さ
れ
て
い
る
が
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
低
下
、
町
財
政
負
担
は
あ
る
の
か
。

総
括
資
疑
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平成24年度匙一〆

一般会計補正予算計
一
コ

(万円未満は四捨五入）

分担金および

負担金

国庫支出金

県支出金

繰越金

諸収入

借入金(町債）

収
入
の
お
も
な
内
訳
は

収入支出の補正額は

補正額１億8,977万円

総額８５億5ｼ040万円

127万円

△1,694万円

1,094万円

17,845万円

872万円

732万円ロ

蕊

おもな使いみち ~

民生費

総務費 農林水産業費

衆議院議員選挙斐

郡農前交差点分筆用地測量業務委託料
市川大門駅舎改修工靭？

下大鳥居排水機場等農業用施設

修繕費等追加
'|｣山間圃場整備換地等

業務委託料追加
河原間新田地内水路改修工事費

1,203万|'］

４６万|-'１

473万''１

１９５万円

315万円

210万『円

衛生費

一軍汐、
F

可Ｐ

山王土地区画整理事業町道分

用地購入費△4,208万円
鳴沢川高田地区内水対策

検討業務委託料300万円

教育費－

－

ＩＦ－ｕ唖P?剰瀞１

$,！“認蕊
明達

切符販売所設置場所

六郷中学校部室改築工事

設計業務委託料

六郷中学校テニスコート整備工事費

要'二露呈軸
６５万円

229万円
一
一
（
ず
Ｉ

岬
毒
塗
識

一
＄
Ⅲ
詳
言
棚

駅舎内切符販売所設置場所

画
圏
声
陛
圃
唾

教育費

高田排水機場町立病院事業会計負担金追加１億4,826万|'」

土木萱 旬
罰団冒F＝望

Ｆ

三目■

０．．．．－－画一色一画堂画一一一一一＝－－＝画一＝一一＝ー＝

可

Ｌ 』

民生費

⑬いぢかわみさと議会だより

衛生費

重度身体障害者非常時

人工呼吸器等用発電機給付事業

配食サービス事業委託料追加
子育て支援医療費助成金追加

６０万円

413万円

640万｢'］



報告
質疑の一部を
要旨のみ掲載します

問
広
域
ネ
ッ
ト
負
担
金
に
つ
き
、

パ
ソ
コ
ン
処
分
菅
（
が
必
万
円
と

問
市
川
大
門
駅
改
修
工
事
場
所
は
。

政
策
推
進
室
長
大
門
駅
（
下

地
区
公
民
館
）
を
入
り
左
側
に

３
ｍ
×
３
．
４
ｍ
を
仕
切
り
、

そ
の
中
に
販
売
所
を
設
け
る
。

問
市
川
大
門
駅
切
符
販
売
に

関
す
る
講
習
会
期
間
は
。

長
田
政
策
推
進
室
長
１
月
中
旬

以
降
、
お
お
む
ね
３
ヵ
月
を
予
定
し

て
い
る
。

問
㈱
中
日
本
高
速
道
路
か
ら

の
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
や
消
防
施

設
補
償
に
つ
い
て
全
額
補
償
し

て
も
ら
う
協
議
が
必
要
と
思
う
が
。

長
津
総
務
課
長
補
償
基
準
に

基
づ
き
㈱
中
Ｒ
本
高
速
道
路
が

積
算
し
て
い
る
。

問
Ⅲ
王
土
地
区
画
整
理
事
業

饗
更
正
の
理
由
と
今
後
へ
の
影

群
は
。

町
長
富
士
川
町
の
農
振
除
外

手
続
き
が
遅
れ
た
た
め
、
今
後

は
計
画
全
体
の
遅
れ
が
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

雪霊室串毒蕊皇拳蕊雪豊
･Ｐ■－■ニハ時一一

日
１

総
務
教
育
雛
伽

垂一角

ロヂー■

平成25年２月１日発行第30号

蟻；i『‐

：ニル勘
問
六
郷
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
整
備
は
特
別
教
室
建
て
替
え

に
よ
る
も
の
と
説
明
し
た
が
、

ど
こ
に
造
る
か
。

網
倉
教
育
総
務
課
長
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
あ
る
２
面
の
向
き
を
変

え
３
面
に
整
備
す
る
。

安
価
で
は
な
い
か
。
新
し
い
パ

ソ
コ
ン
は
設
侭
済
み
か
。

伊
藤
企
画
課
長
峡
南
５
町
の

廃
棄
台
数
を
想
定
し
、
各
町
の

負
担
額
を
算
出
し
た
。
新
し
い

パ
ソ
コ
ン
は
当
初
予
算
に
計
上
し
、

設
慨
済
み
。

'戸島

Ｔ
感
惹
Ｐ

．
。
“
．
』
‐
屍
瞳

六郷中テニスコート整備

４

－
０－
｝
卑

一一画一■年

問
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
人
員
、
整
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制

定
で
、
本
町
の
関
係
す
る
施
設
は
。

青
柳
福
祉
支
援
課
長
共
同
生

活
住
居
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
施
設
は
、
カ
ー
ム
三

珠
の
み
。

ｒー一再

開催日
１２/1３

問
老
朽
化
に
よ
る
六
郷
中
学

校
部
室
の
新
設
内
容
は
。

教
育
総
務
課
長
現
在
の
部
室

を
取
り
壊
し
、
同
じ
場
所
に
ガ
レ
ー

ジ
タ
イ
プ
を
設
置
。
前
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
つ
い
た
既
製
品
。
工
事

料
〈
は
８
０
０
万
円
と
な
る
。

～＝竺堂＝里｡.

問
条
例
制
定
さ
れ
、
町
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
具
体

的
方
法
は
。

福
祉
支
援
課
長
毎
月
調
整
会

議
を
行
い
、
実
績
報
告
、
課
題

等
を
聞
き
、
調
整
会
議
や
研
修

の
中
で
確
認
す
る
。

④

問
介
護
保
険
条
例
中
改
正
で
、

地
域
自
主
性
お
よ
び
自
立
性
を

高
め
る
と
あ
る
が
、
現
条
例
と

の
違
い
は
。

間
訴
え
の
提
起
で
、
滞
納
の

償
還
が
可
能
と
な
っ
た
内
容
は
。

上
野
税
務
課
長
延
滞
金
、
督

促
料
、
弁
護
士
饗
用
を
含
め
て

も
滞
納
償
還
は
可
能
と
な
る
。

問
条
例
制
定
は
、
準
則
を
基

に
検
討
会
を
も
ち
作
成
し
た
と

解
釈
し
て
よ
い
か
。

福
祉
支
援
課
長
県
下
の
市
町

村
担
当
者
が
集
ま
り
、
ホ
ー
ム

研
究
会
を
設
け
、
自
分
の
町
に

ど
の
よ
う
な
条
例
が
必
要
か
研

究
し
策
定
し
た
。

厚
生

『．

カーム三珠



１２/1４

山千三七地lヌ面薬理地

、－〆

忽

⑤いちかわみさと議会雄よ画

常任委員会委

河
西
生
活
環
境
課
長
水
道
法

問
水
道
法
施
行
条
例
制
定
で
、

布
設
工
事
者
の
資
格
と
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
に
つ
き
、
今
ま

で
も
あ
っ
た
か
、
大
幅
に
変
わ
っ

問
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制

定
で
現
行
の
基
準
で
今
後
改
良

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
は
。

加
藤
建
設
課
長
検
証
し
て
な

い
が
、
今
後
整
備
し
て
い
く
施

設
に
つ
い
て
は
、
新
基
準
で
整

備
す
る
。

問
扶
助
費
中
、
発
電
機
の
貸
与

に
つ
き
、
１
級
手
帳
所
有
者
３
名

と
説
明
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

福
祉
支
援
課
長
呼
吸
器
系
１

級
の
方
で
、
今
回
東
電
か
ら
貸

与
さ
れ
て
い
た
３
名
を
対
象
と

し
た
。

た
の
か
。

福
祉
支
援
課
長
入
所
定
員
と

申
請
者
は
町
が
定
め
る
。
入
所

要
件
を
定
め
る
こ
と
で
、
今
後
、

地
域
密
着
型
の
施
設
を
建
て
る

時
の
基
準
に
す
る
。

一一創出一一一一Ｊ＝■

土
木
環
境問

町
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
は
、

基
準
を
満
た
す
た
め
、
今
後
工

事
等
を
行
う
の
か
。

建
設
課
長
既
設
の
住
宅
に
つ

い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画
を
現

在
策
定
中
で
あ
り
、
計
画
に
基

づ
き
進
め
る
。

問
町
立
病
院
負
担
金
で
、
今

年
度
の
繰
り
出
し
額
は
。

伊
藤
病
院
事
務
長
総
額
で
３

億
８
２
５
万
５
千
円
と
な
る
。

問
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
地
区
別

利
用
者
数
は
。

福
祉
支
援
課
長
三
珠
地
区
別
名
．

市
川
大
門
地
区
門
名
・
六
郷
地

区
Ⅳ
名
で
あ
る
。

施
行
令
に
あ
っ
た
も
の
を
町
の

条
例
に
定
め
た
。

Ｆ可

開催日

Ｌ

問
鳴
沢
川
の
内
水
対
策
調
査

委
託
に
排
水
機
場
も
含
ま
れ
て

い
る
か
。

建
設
課
長
排
水
機
場
施
設
整

備
も
含
め
、
対
策
方
法
を
検
討

す
る
。

問
松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業

委
託
料
で
、
だ
い
ぶ
沈
静
化
し

て
き
て
い
る
と
思
う
が
。

丹
沢
産
業
振
興
課
長
全
体
的

に
沈
静
化
に
向
い
、
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

ｒ可

＝毒
一一一

ユー

一

、
』も

一

ー －

‐一画Ｉ

麺、
匪画

と1

問
山
王
土
地
区
画
整
理
の
全

体
工
事
完
了
時
期
と
、
市
川
三

郷
町
と
窟
士
川
町
の
区
画
、
お

よ
び
、
個
人
所
有
分
は
。

建
設
課
長
完
了
は
、
平
成
肥
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。
市
川
三
郷

町
の
保
留
地
別
区
画
、
富
士
川

町
Ⅳ
区
画
、
計
諏
区
画
。
個
人
所

有
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
区

画
を
ど
の
よ
う
に
分
け
て
使
う

か
決
定
し
て
い
な
い
が
、
保
留
地

部
分
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る
。

Ｙ戦釜‘ル



組合議会の報告

第
３
回
臨
時
会
例
月
犯
日

平
成
別
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
の
同
意
２
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
清
掃
費
に
お
い
て
電
気
料
値
上

げ
に
よ
る
追
加
１
５
３
万
１
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

（
報
告
志
村
公
人
）

●
峡
南
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会
伯
月
侶
日

平
成
詔
年
度
決
算
認
定
・
条
例
改
正
、
平
成
別
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
３
件
で
、
い
ず
れ
も
認
定
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
で
は
、
各
種
委
員
の
報
酬
を
近
隣
の
組

合
と
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
一
部
改
正
で
す
。

補
正
予
算
で
は
、
生
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
の
機

器
等
４
６
８
万
４
千
円
の
追
加
で
す
。

;バニ

平成23年度峡南衛生組合決算

「。

『

第
２
回
定
例
会
９
月
幻
日

平
成
肥
年
度
一
般
会
計
・
し
尿
処
理
・
火
葬
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定
３
件
と
、
公
平
委
員
選
任
に
つ

い
て
の
同
意
合
わ
せ
て
４
案
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
に
本
町
上
野
、
青
木
謙
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

（
報
告
三
神
貞
雄
）

●
三
郡
衛
生
組
合

平成25年２月１日発行第30号 ⑭

●
峡
南
広
域
行
政
組
合

第
２
回
定
例
会
如
月
相
日

常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
条
例
制
定
・

改
正
、
平
成
羽
年
度
一
般
会
計
・
介
護
保
険
・
峡
南
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計
の
決
算
認
定
等
、
い
ず
れ

も
同
意
・
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

計
算
セ
ン
タ
ー
、
慈
生
園
常
任
委
員
長
お
よ
び
議
会

運
営
委
員
に
本
町
の
村
松
武
人
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
型
年
度
一
般
会
計
・
介
護
保
険
・
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
特
別
会
計
補
正
予
算
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
空
気
清
浄
機
の
整
備
、
中
部
横
断
道

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
負
担
金
の
追
加
で
す
。

（
報
告
村
松
武
人
）

第
２
回
臨
時
会
例
月
刀
日

平成23年度峡南広域行政組合決算
一般会計

歳入１６億１，５７２万円

歳出１５億９，６７１万円

差し引き１，９０１万円

本町の負担金３億5,606万円

介護保険特別会計

歳入２億４，８０６万円

歳出２億3,808万円

差し引き９９９万円

本町の負担金０万円

峡南ふるさと市町村圏特別会計

歳入２，４８７万円

歳出２，３４４万円

差し引き１４２万円

本町の負担金０万円

平成23年度三郡衛生組合決算

一般会計

歳入１，８０２万円

歳出１，５７４万円

差し引き２２７万円

本町の負担金２６８万円

し尿処理事業特別会計

歳入３億2,096万円

歳出３億1,303万円

差し引き７９２万円

本町の負担金3,740万円

火葬事業特別会計

歳入２億８９６万円

歳出２億２６７万円

差し引き６３０万円

本町の負担金１，４８７万円

一般会計

歳入４億４３８万円

歳出３億９，４５３万円

差し引き９８６万円

本町の負担金６，１２９万円



噛
手

第
２
回
定
例
会
如
月
型
日

平
成
躯
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定

２
件
、
平
成
型
年
度
補
正
予
算
２
件
、
監
査
委
員
の

選
任
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
認
定
、
可
決
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
基
金
の
積
立
金
と
、
国
・
県
支

出
金
の
返
還
金
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

（
報
告
井
上
達
雄
）

●
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
●
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合

第
２
回
定
例
会
㈹
月
塑
日
９
月
定
例
会
９
月
刀
日

平
成
躯
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定
平
成
肥
年
度
一
般
会
計
、
ご
み
処
理
・
地
区
公
園
・

一
件
、
平
成
型
年
度
補
正
予
算
２
件
、
監
査
委
員
の
老
人
福
祉
・
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
・
し
尿
処
理
事
業
特

一
任
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
認
定
、
可
決
、
同
意
別
会
計
決
算
認
定
６
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
認
定

一
れ
ま
し
た
。
さ
れ
ま
し
た
。
（
報
告
遠
藤
浩
）

出口
的

Ｆ可

句再

､､

由
"

ｑ
咽
一
』
ｑ
４
茸
・
日
』

組合議会の報告

峡南衛生組合

』

⑦いちかおみさと議会だより

一
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三郡衛生組合
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Ｌ

平成23年度中巨摩地区広域事務組合決算
一般会計

歳入３，８５６万円

歳出3,524万円

差し引き３３３万円

本町の負担金２７４万円

ごみ処理事業特別会計

歳入１６億８，９３４万円

歳出１６億5,945万円

差し引き２，９８９万円

本町の負担金１億6,203万円

地区公園事業特別会計

歳入１，０１２万円

歳出８６５万円

差し引き１４８万円

本町の負担金６６万円

老人福祉事業特別会計

歳入４，２１４万円

歳出４，１１８万円

差し引き９５万円

本町の負担金２７２万円

勤労青年センター事業特別会計

歳入１億８４７万円

歳出１億３６７万円

差し引き４８０万円

本町の負担金６７２万円

し尿処理事業特別会計

歳入２億６，２８６万円

歳出２億６，０３７万円

差し引き２４９万円

本町の負担金０万円

平鯉3年度山梨県謹期高齢者医療広域連合鵠

一般会計

歳入５億９４６万円

歳出４億８，８４１万円

差し引き２，１０５万円

本町の負担金１，２６０万円

特別会計

歳入８８７億８，０１５万円

歳出８８２億９，０４８万円

差し引き４億８，９６７万円

本町の負担金１億7,741万円



画

『

般
質署名をどう受けとめているか

－瀬正議員

一より良い計画になるよう努力する－

問

問
「
町
立
病
院
を
今
の
ま
ま

残
し
て
く
だ
さ
い
」
と
題
し
た

署
名
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

町
長
町
議
会
の
地
域
医
療
を

守
る
特
別
委
員
会
で
恥
回
に
わ

た
り
検
討
さ
れ
た
意
見
集
約
を

重
く
受
け
止
め
、
病
院
の
建
て

替
え
や
、
医
師
配
置
計
画
の
確

実
性
を
求
め
医
療
連
携
を
承
認

し
た
。
署
名
の
要
求
項
目
は
大

方
満
た
さ
れ
て
い
る
が
、
よ

り
良
い
計
画
に
な
る
よ
う
努

力
す
る
。

星みみー

、

『魂

平成25年２月１日発行第30号

問
町
立
病
院
と
鰍
沢
病
院
の

医
師
の
配
置
・
累
積
赤
字
の
処

理
・
医
療
機
器
な
ど
、
経
営
統

合
に
進
む
前
に
慎
重
な
分
析
、

検
討
を
し
た
の
か
。

町
長
計
両
ど
お
り
医
師
の
派

遣
が
さ
れ
る
と
考
え
る
。
赤
字

処
理
に
つ
い
て
、
峡
南
北
部
２

病
院
統
合
協
議
会
で
協
議
す
る
。

地
域
完
結
型
医
療
の
実
現
の
た

め
、
・
経
営
統
合
す
る
事
に
よ
り

医
療
資
源
を
集
約
し
地
域
医
療

は
守
ら
れ
る
と
考
え
る
。

定件偲准住宅

.．－･一…‘““蝿Ｉ
ロ⑪
ー_■▽一一℃一マー

－~雷r昌弓尭再鶏

間
働
き
た
く
て
も
働
く
場
が

な
い
町
民
の
た
め
に
町
に
よ
る

仕
事
お
こ
し
事
業
の
創
設
は
。

町
長
雇
用
対
策
は
重
要
だ
が

一
自
治
体
で
扱
う
に
は
大
き
な

問
題
。
雇
用
創
出
の
事
業
を
行

間
若
い
人
た
ち
向
け
に
永
住

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
住
宅
建
設
へ

の
町
独
自
の
政
策
展
開
は
。

町
長
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で

Ｐ
Ｒ
し
、
定
住
促
進
住
宅
や
山

王
地
区
開
発
な
ど
人
口
増
加
の

明
る
い
展
望
も
見
え
て
き
た
。

各
種
媒
体
を
活
用
し
て
発
信
し

て
い
く
。

Ｐー

酬

勺
１
■
角

Ｆ
Ｉ
Ｉ
●
＃

可
回

ご画画司
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問
東
京
都
内
の
特
定
の
区
お

よ
び
市
と
の
友
好
関
係
を
結
ぶ

中
で
自
然
環
境
を
活
か
し
た
人

口
増
加
策
の
展
望
は
。

町
長
中
部
横
断
道
や
リ
ニ
ア

な
ど
多
く
の
来
県
者
が
期
待
さ

れ
る
。
交
流
人
口
増
加
対
策
に

取
り
組
み
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
紹

介
や
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
は

も
と
よ
り
、
さ
ら
に
新
た
な
施

策
に
取
り
組
む
。

う
自
治
体
も
あ
る
が
本
町
の
財
⑬

政
は
厳
し
い
。
町
に
合
っ
た
施

策
展
開
に
努
め
る
。

亘
言

回役割分担の方向性

そ }
地嬢達臆パスによる
医顕連携の蕊れ

く



Ｆ可

般
質
間

問
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、

基
本
構
想
の
実
現
と
行
政
改
革

の
推
進
に
対
応
し
た
、
新
た
な

行
政
改
革
を
再
構
築
す
る
機
構

改
革
の
計
画
が
あ
る
が
実
施
時

期
は
。

町
長
平
成
詔
年
に
職
員
で
機

構
改
革
に
つ
い
て
集
中
審
議
を

行
っ
た
。
い
き
い
き
健
康
課
と

福
祉
支
援
課
を
統
合
し
本
庁
舎

へ
、
ま
た
産
業
振
興
課
を
本
庁

舎
へ
置
く
等
の
問
題
は
、
建
物

の
構
造
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
課

題
も
あ
り
解
決
に
至
ら
な
か
っ

た
。
坊
年
に
は
方
針
を
決
定
し
、

審
議
し
て
い
く
。

Ｌ
機
構
改
革
へ
の
取
り
組
み
職
《

ｌ
慎
重
で
し
か
も
効
果
の
あ
る
計
画
を
実
行
Ｉ

問
行
政
を
運
営
す
る
上
で
非

常
に
重
要
な
課
題
だ
が
、
具
体

的
に
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

長
津
総
務
課
長
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
、
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
検
討
し
て
い
る
。

課
の
統
合
に
よ
る
支
所
の
問

題
な
ど
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

今
以
上
の
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
く
。

『

Ｆ

ロ

罵恵忌雲雪ﾆョーーー

毒
一

市川三郷町第２期祭中改革プラュ，
》
『
４

Ｒ･‐３恥ﾉ？

庇

Ｉ

笠
井
雄
一
議
員Ｉ

問
事
務
事
業
の
再
編
。
整
理
・

廃
止
・
統
合
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
点
検
、
視
点
で
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

町
長
各
課
が
評
価
し
た
全
て

の
事
業
を
庁
内
で
聞
き
取
り
を

行
い
、
事
業
の
改
善
点
な
ど
話

し
合
い
施
策
全
般
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
必
要
性

や
効
率
の
低
い
事
務
事
業
は
廃

止
、
事
業
費
の
削
減
な
ど
検
討
・

精
査
し
て
い
る
。

':ﾉﾘー郊吻':ﾉﾘー郊吻
垂

一＝電唾一＝電唾

集中改革プラン

問
機
構
改
革
を
進
め
る
中
、

人
事
評
価
計
画
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。

本庁舎福祉支援課フロアー

⑨いちかわみさと議会だより

、
雫

１
１

叩ﾖゆ

硝野
可

~

時OＵｍＬ

一

総
務
課
長
各
々
が
事
業
設
定

し
た
内
容
が
い
か
に
達
成
で
き

た
か
に
よ
り
人
事
評
価
を
し
て

い
る
。
職
員
に
、
徹
底
さ
せ
て

い
く
意
味
で
あ
と
２
年
く
ら
い

試
行
し
て
い
く
。
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般
簡易水道の機器状況､水質は

川崎充朗議員

一水質、水呈とも確保されている－

屍FＦ
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鍵'｡珪曇
＝鍾銅言毒壷

問
楠
甫
の
せ
き
の
取
水
口
は
、

安
全
か
。

河
西
生
活
環
境
課
長
水
質
検

査
は
１
ヵ
月
に
一
度
実
施
し
、

問
題
は
な
い
。

問
取
水
機
器
は
設
置
し
加
年

以
上
経
つ
。
ろ
過
装
置
等
の
点

検
、
交
換
は
ど
の
く
ら
い
の
期

間
で
行
っ
て
い
る
か
、
取
水
場

の
変
更
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
中
央
簡
易
水
道
は
、
３

ケ
所
の
水
源
か
ら
取
水
し
て
い

る
。
機
器
等
は
、
年
間
委
託
に

よ
る
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
残
留
塩
素
は
、
１
０
あ
た

り
皿
皿
以
上
確
保
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
水
質
、
水

量
も
確
保
さ
れ
、
取
水
場
の
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

f~、

六郷取水場

問
中
部
横
断
道
路
、
原
ト
ン

ネ
ル
周
辺
丘
陵
の
開
発
整
備
に

つ
い
て
森
林
環
境
税
を
利
用
し
、

桜
の
植
樹
で
里
山
作
り
や
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
を
提
案
す

る
が
。

町
長
桜
を
含
め
四
季
折
々
の

木
を
植
樹
す
る
事
は
、
大
変
貴

重
な
意
見
で
あ
る
、
地
域
が
関

わ
る
グ
ル
ー
プ
育
成
や
助
成
な

ど
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ

り
た
い
。

太
陽
光
発
電
は
土
地
利
用
に

つ
い
て
提
言
も
さ
れ
て
い
る
。

費
用
対
効
果
等
課
題
が
あ
る

た
め
現
段
階
で
の
取
り
組
み
は

難
し
い
。

問
甲
斐
岩
間
駅
の
東
側
荒
廃

地
の
管
理
状
況
は
。

町
長
駅
東
側
は
な
ん
と
か
見

え
る
形
で
担
当
課
を
中
心
に
、

企
画
洲
在
し
動
き
始
め
て
い
る
。
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町
長
八
千
余
の
署
名
の
重
さ

を
受
け
止
め
、
医
師
の
勤
務
環

境
改
善
等
、
峡
南
地
域
の
医
療

再
生
計
画
に
取
り
組
み
、
今
回

の
選
択
が
本
町
町
民
の
た
め
に

マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
医
療
機

能
分
析
は
、
経
常
収
支
比
率
・

給
与
比
率
と
も
プ
ラ
ン
目
標
値

に
わ
ず
か
届
か
な
か
っ
た
が
、

国
の
数
値
は
ク
リ
ア
ー
。
救
急

患
者
受
入
件
数
も
布
％
で
あ
る
。

問
本
年
度
末
で
終
了
す
る
町

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
概
括
的

な
評
価
は
。

町
長
経
常
損
益
は
、
過
去
２

年
間
目
標
値
を
上
回
っ
た
が
、

平
成
羽
年
度
は
達
成
で
き
な
か
っ

た
。
国
の
目
標
値
は
達
成
し
た

が
、
医
師
不
足
に
よ
る
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
る
。

問
病
院
経
営
の
根
底
に
は
、

医
師
確
保
が
大
き
な
要
素
で
あ

る
が
、
改
革
プ
ラ
ン
作
成
時
の

方
向
性
と
現
況
は
。

町
長
平
成
岨
年
度
末
に
は
、

黒
字
経
営
に
転
じ
た
が
、
臨
床

研
修
医
制
度
に
よ
る
医
師
確
保

が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

累
積
赤
字
が
か
さ
み
、
一
般
会

計
か
ら
補
填
し
て
も
赤
字
経
営

ｌ
統
合
協
議
会
で
本
町
の
た
め
に
な
る
病
院
を
目
指
す
Ｉ

町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
成
州
挫
龍
瀬
謝
員
伊

問
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
の
状

況
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
公
表
し
て
い
る
が
、
幅
広
い

方
法
で
町
民
周
知
が
必
要
で
は
。

伊
藤
病
院
事
務
長
町
の
広
報

誌
等
で
情
報
公
開
を
考
え
て
い

く
。問

病
床
利
用
率
、
入
院
・
外

来
患
者
数
、
医
療
機
能
の
数
値

目
標
と
実
績
お
よ
び
分
析
は
。

町
長
病
床
利
用
率
は
、
こ
の

３
年
間
数
値
目
標
に
対
し
、
平

均
肥
ポ
イ
ン
ト
、
入
院
患
者
数

は
羽
・
４
人
、
一
日
の
外
来
患

者
数
Ⅳ
・
６
人
と
、
い
ず
れ
も

が
続
く
現
状
で
あ
る
。
県
・
梨

大
医
学
部
の
支
援
に
よ
り
経
営

の
健
全
化
計
画
が
整
っ
た
。
今

後
は
病
院
の
建
て
替
え
を
考
え

て
い
く
方
向
で
あ
る
。

戸司

問
経
営
統
合
に
よ
り
新
し
く

総
合
病
院
と
し
て
建
て
替
え
、

生
れ
変
る
こ
と
へ
の
町
長
の
決

意
は
。

問
病
床
利
用
率
は
、
来
年
度

以
降
如
床
前
後
と
間
く
が
。

町
長
病
院
事
務
局
か
ら
数
値

報
告
を
受
け
て
い
る
。
増
加
の

期
待
は
出
来
な
い
。

』

Ｉｉｕ
Ｆ－－

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
、

使
命
感
を
持
っ
て
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

Ｆ可

」

町立病院受付

皇

⑭いちかわみさと議会だよ垣
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平成25年２月１日発行第30号

般
質
間

福祉用具購入費･住宅改修費の
受領委任払い制度の導入を

宮崎博巳議員

一環境を整えて実施していく－

問
利
用
者
が
い
っ
た
ん
全
額

負
担
し
、
そ
の
後
、
申
請
を
し

て
介
護
保
険
か
ら
９
割
を
受
け

取
る
償
還
払
い
と
な
っ
て
い
る

が
、
自
己
負
担
分
の
１
割
を
支

払
い
、
残
り
の
９
割
は
、
自
治

体
か
ら
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る

受
領
委
任
払
い
制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長
介
護
保
険
制
度
で
は
、

利
用
者
と
事
業
者
の
負
担
軽
減

を
考
え
て
、
福
祉
用
具
購
入
費

や
、
住
宅
改
修
聯
〈
を
償
還
払
い

で
支
給
す
る
方
法
を
採
用
し
て

い
る
。受
領
委
任
払
い
に
は
、
町
が

定
め
る
規
則
等
に
基
づ
き
、
事

業
者
に
登
録
申
請
や
、
受
領
委

任
事
務
手
続
き
が
あ
り
、
周
知

等
事
前
の
準
備
が
必
要
。

県
内
で
は
、
甲
府
市
や
笛
吹

市
等
、
人
口
規
模
の
大
き
な
自

治
体
で
あ
り
、
町
で
は
昭
和
町

の
み
で
あ
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
自
治
体

を
参
考
に
検
討
を
進
め
環
境
を

整
え
て
実
施
し
て
い
く
。戸亀

問
節
電
対
策
と
し
て
初
期
費

用
も
抑
え
ら
れ
る
、
リ
ー
ス
方

式
に
よ
る
公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
。

町
長
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
環
境
に

や
さ
し
く
、
長
寿
命
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
有
効
な
節
電
対
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
町
立
Ｍ
書
館
・
本
庁

舎
１
階
の
町
民
課
と
福
祉
支
援

課
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
し
た
。

器
具
は
高
価
な
も
の
で
導
入
の

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
安
価
で
性
能
の
よ
い

商
品
開
発
の
期
待
や
、
国
庫
補

助
金
が
導
入
さ
れ
る
可
能
性
等
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
初
期
投
資
負
担
の

軽
減
と
な
る
「
リ
ー
ス
」
、
ト

ー
タ
ル
的
に
経
費
節
減
と
な
る

「
購
入
」
の
両
面
で
検
討
し
て

い
く
。

問
償
還
払
い
制
度
と
、
受
領

委
任
払
い
制
度
の
選
択
性
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

青
柳
福
祉
支
援
課
長
環
境
整

備
の
中
で
、
両
方
ど
ち
ら
で
も

対
応
で
き
る
体
制
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

L
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〆 、

果
叡
裁
謹

結
準
善
塞

◎第４回１２月定例会（１２月７日～１９日）

･教育委貝会委貝の任命につき同意を求める

･平成24年度一般会計補正予算(第６号)の専決処分につき承認を求める

．指定地域密鋳型サービス事業の人員､設備及び運営に関する基準を定める条例制定

･指定地域密薪型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密鋳型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例制定

･移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例制定

同意

承認

可.決

決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決
決

可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可
可

致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致
致

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

今
云
今
云
今
云
今
云
今
云
今
云
今
蓉
〈
云
今
蓉
今
云
今
云
今
云
今
雪
〈
云
今
云
今
云
今
云
今
毒
〈
云
〈
云
今
云
今
云
今
云
今
云
〈
雪
今
云
〈
云
今
云
今
云

全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全

･地区計画等の案の作成手続に関する条例制定

･水道法施行条例制定

･公営企業の剰余金の処分等に関する条例制定

･暴力|J1排除条例巾改正

･証人等の実盤弁償に関する条例中改正

･都市計ilIIi税条例巾改正

･財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例中改正

･介護保険条例''1改正

･廃棄物の処理及び清掃に関する条例中改正

･土地改良事業の経蛮の賦課徴収に関する条例中改正

･都市公園条例中改正

･下水道条例中改正

･町営住宅設侭及び管理条例中改正

･峡南広域行政組合規約の変更

･大畠111外七字恩賜県有財産保護組合規約の変更

･平成24年度一般会計補正予算（第７号）

･国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

･介護保険特別会計補正予算（第３号）

･簡易水道特別会計補正予算（第３号）

･公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

･温泉事業特別会計補正予算（第１号）

･後期商齢者医療特別会計補正予算（第２号）

･病院事業特別会計補正予算（第１号）

｡訴えの提起

･衛星携帯遜話峨入契約締結

･議会委貝会条例111改正（発委）

･議会会議規則中改正（発委）

可

、
‐
Ｊ

ｒ
ｌ

教
育
委
員一
瀬
美
教
氏

昭
和
躯
年
１
月
型
日
生

市
川
三
郷
町
市
川
大
門

、

次回定例会は３月に予定されています。

傍聴の定員

本会議３０人委員会各８人

審 議結果

／

議会傍聴にお出かけください

ノ

◆１２月定例会の傍聴実績(のべ人数）
本会議１５人委員会１人

：会議録検索システム利用件数
１月から12月まで４，４０２件

お問い合わせ
議会事務局ｍＯ５５－２７２－１１０Ｂ

②いぢかわみさと議会だより

ノ

ｌ

ｌ
ｈ、



●
写
真
の
ス
ペ
ー
ス
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
イ
ラ
ス

ト
も
使
用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式

交
付
後
、
議
会
広
報
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
や
指
摘
を
頂
き
な
が

ら
、
町
民
に
「
見
や
す
い
」
「
親
し
ま
れ
る
」
議
会
だ
よ
り

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

皿
月
皿
Ⅱ
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
皿
名
の

●
定
例
会
の
質
問
を
一
覧
に
し
た
り
、
関
連
写
真
を
掲
載

す
る
な
ど
努
力
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
一
般
質
問
に

お
い
て
、
「
防
災
士
」
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ン
チ
エ
法
」
の
よ

う
に
、
あ
ま
り
使
い
慣
れ
て
い
な
い
言
葉
に
解
説
を
加

え
た
こ
と
も
有
効
だ
と
思
う
。

Ｐ 可

跨
ぎ

》
蔀
色

Ｉ －←．､畠＝

凸垂

一

一

Ｊ
ノ
ｊ
砿

』可

戸興 モニター意見交換会の模様

庁

|モニターの皆様のご意見
●
明
る
く
、
元
気
に
季
節
の
体
験
な
ど
を
し
て
園
生
活
を

送
っ
て
い
る
大
事
な
子
供
た
ち
。
そ
の
様
子
が
笑
い
顔

で
わ
か
る
。
す
こ
や
か
な
成
長
を
…
。

．
｜
‐
議
場
の
様
子
」
の
写
真
は
臨
場
感
が
出
て
良
い
。
委

員
会
構
成
は
見
や
す
い
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

●
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
な
る
と
思
う
が
、
字
が
も
う
少
し
大

き
く
な
る
と
読
み
や
す
い
。

●
条
例
の
制
定
・
改
正
に
つ
い
て
は
、
一
般
町
民
は
予
備

知
識
が
な
い
の
で
、
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。

、

．
「
で
す
．
ま
す
」
体
と
「
だ
・
で
あ
る
」
体
が
ご
ち
や

ま
ぜ
に
な
っ
て
い
る
。
統
一
す
べ
き
だ
。

／

●
円
グ
ラ
フ
、
棒
グ
ラ
フ
な
ど
見
易
く
わ
か
り
や
す
く
て

上
手
に
使
わ
れ
て
い
る
。

●
色
づ
か
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
申
し
分
な
い
。
子
供
が

明
る
く
元
気
で
微
笑
ま
し
い
。
こ
ち
ら
も
パ
ワ
ー
を
も

ら
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

『氏

、

鋤
ノ
ー
午
一
一
一一

一
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４
、
自
主
編
集
に
よ
る
議
会
広
報
を
核
に
町
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
と
と
も
に
住
民
と
の
対
話
を
重
視
し
た
議
会
報
告
会

等
の
開
催
に
よ
り
住
民
参
加
を
期
す
。

Ｉ

議会広報モニター名簿

(任期：平成24年12月１日～平成26年11月30日）

３
、
常
任
委
員
会
審
議
を
重
視
し
た
議
会
運
営
を
尊
重
し
議
員
の

発
言
環
境
を
継
承
す
る
こ
と
と
自
由
閏
達
な
討
議
環
境
を
あ

ら
た
に
構
築
す
る
。

２
、
条
例
化
す
る
こ
と
で
、
議
会
に
付
さ
れ
て
い
る
権
限
と
責
任

を
明
確
に
示
し
議
事
機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
。

争胃

』

市
川
三
郷
町
議
会
星
本
条
例
の
素
案
特
徴

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
村
松
武
人
委
員
長
）
は
、
ｎ
月
明
日
に
会

議
を
開
き
議
会
基
本
条
例
制
定
の
た
め
の
小
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
素
案
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
、
平
成
妬
年
６

月
の
条
例
制
定
に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

市
川
三
郷
町
議
会
基
本
条
例
素
案
は
、
条
例
の
考
え
方
を
示
す
前

文
と
８
章
必
条
の
構
成
で
、
議
会
・
議
員
の
責
務
お
よ
び
活
動
原
則
、

議
会
と
町
民
や
町
長
の
関
係
な
ど
市
川
三
郷
町
議
会
の
運
営
を
ど
の

よ
う
に
行
な
う
の
か
定
め
て
い
ま
す
。

⑮

「
ｊ

Ｆ
ｌ

１
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
市
川
三
郷
町
議
会
の
良
い
慣

例
等
を
尊
重
し
新
し
い
議
会
改
革
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
。

議
会
改
革

いぢかわみさと議会だよ国

氏 名

河合和彦さん

若尾かな江さん

赤池紀代さん

望月志津子さん

塩津好光さん

笠井庸子さん

地区

市川地区

市川地区

市川地区

六郷地区

六郷地区

六郷地区

氏名

小野芳幸さん

村松清見さん

横尾智文さん

前島一哉さん

岸本澄子さん

斎藤美佐さん

地区

三珠地区

三珠地区

三珠地区

市川地区

市川地区

市川地区



⑯

'みんなのページ
迅

みなさまのご意見をお寄せください。

400字詰め原稿用紙1枚以内、氏名(区名)･顔写真

の掲載など詳細は､お問い合わせ下さい。

お問い合わせ：議会事務局TELO55-272-1108侭

平成25年２月１日発行第30号

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
笠
井
雄
一

副
委
員
長
市
川
朝
嗣

委
員
川
崎
充
朗

踊建鵬立正幼鯛鐙

Ｆ、

圃
犀
匿
屋

「
人
口
減
社
会
」
、
私
た
ち

は
勘
違
い
を
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
人
口
が
減
る
こ

と
と
地
域
の
衰
退
を
同
次
元

で
と
ら
え
て
い
る
事
で
す
。

黒
死
病
や
戦
乱
で
急
激
な

人
口
減
と
な
っ
た
狸
世
紀
頃

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
一
人
当
た
り

の
資
産
が
増
大
し
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
へ
と
導
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

経
済
成
長
に
対
す
る
労
働
力

の
寄
与
率
は
低
い
の
で
す
。
日

本
が
経
済
成
長
に
よ
り
今
の

国
際
的
地
位
を
得
た
の
は
、

技
術
革
新
と
か
熟
練
の
技
な

ど
と
い
う
計
算
式
に
は
表
せ

ら
れ
な
い
間
接
的
な
要
素
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
事
が
最
も

得
意
な
民
族
で
す
。
子
ど
も

の
頃
、
棒
切
れ
一
本
で
一
日
中
遊

ん
だ
発
想
力
や
工
夫
が
そ
の

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。
輝
く

子
ど
も
た
ち
の
目
が
あ
れ
ば

こ
の
国
と
地
域
を
繁
栄
へ
と

導
い
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
記
遠
藤
）

遠有宮川市笠
藤泉崎111奇川井

博充朝雄
浩希巳朗嗣一

スミレ組（年長児）の子ども達

グー


